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ポストカラム反応装置

共同研究: 国立研究開発法人 産業技術総合研究所(AIST)

TE-1100 Series

堀場エステックの技術から
新たな計測のご提案

３つの特徴
含塩素・臭素有機化合物への濃度値付けが可能

分析対象と異なる標準物質から濃度値付けが可能

作成した検量線が、直線 かつ ゼロを通るか確認することで分析装置のバリデーションが可能

●

●

●

測定方法
検量線作成のためSIにトレーサブルな混合標準物質をガスクロマトグラフ（GC）に注入し、カラムで分離後、本装置によりCO₂に酸

化後直ちにCH₄に還元し水素炎イオン化検出器（FID）で検出します。横軸CH₄換算濃度、縦軸信号面積の検量線を作成します。測

定対象物質も同様に分析し、検量線からCH₄換算濃度を求めます。測定対象物質のCH₄換算濃度と炭素数から、SIにトレーサブルな

濃度を算出します。

TE-1100付きGC-FIDを用いた濃度値付け方法例
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多成分に対して同時にSIトレーサビリティを確保

3つの特徴で画期的なシステムをご提案

有機混合物の濃度を直接濃度値付けが可能

SIにトレーサブルな高信頼性の分析値をご提供

化合物

炭素数

CH4換算濃度

濃度値

C6H6
6
a
a/6

C7H8
7
b
b/7

C8H10
8
d
d/8

C10H16
10
c
c/10

本装置にGC-FIDは含まれておりません。
各メーカーのGC-FIDへの接続可否に関しては別途ご相談ください。



関連製品

分析情報・測定結果

製品仕様
型式
本体システム構成

動作・使用時の周囲環境温度・湿度
使用可能カラム
ユーティリティ・ガス接続
Air流量範囲 (酸化反応用)
H₂ 流量範囲 (還元反応用)
測定時許容濃度 (カラム注入時)
電源

TE-1100 Series

GCの設置条件に同じ　　温度: 20～30 °C　　湿度: 20～80 % RH (結露無きこと)
キャピラリ―カラムのみ 
Air: G1グレードを推奨　　H₂: 99.999 %以上　　供給圧: 共に100～300 kPa (G)
1～10 mL/min
1～10 mL/min
≦1000 ppm CH₄ (mol/mol) 
AC100～120 V（400 VA） or AC220～240 V（480 VA）  50/60 Hz

反応炉ユニット: W100×D105×H350 (mm)、5 kg　　コントロールユニット: W180×D480×H312 (mm)、15 kg
※GC挿入部・突起部・GC取付用アタッチメントは含みません。　注) 計測には別途GC-FIDが必要です。使用されるメーカー/型式を別途ご連絡ください。

※仕様・外観は改良の為、お断り無く変更させて頂く事があります。

GCや炭化水素系、SO2計などの燃料ガス
の他、物理・化学実験室用水素源としてご
使用いただけます。

ポータブル水素発生器
OPGU Series 

お客様のニーズにあった通信方式をライン
アップしたマスフローコントローラです。

デジタルマスフローコントローラ
SEC-N100 Series

標準物質は国立研究開発法人産業技術総合研究所（AIST）計量標準総合センター
（NMIJ）から配布されている認証標準物質を使用

有機ハロゲン化合物の定量については、下記リンク先の論文をご参照下さい。

CH4換算濃度（mmol as CH4/kg）
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検査量と分析対象のクロマトグラムから算出した
濃度値付け結果

分析対象物質のクロマトグラム

濃度値付け対象物質、アセトン溶媒中
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●このカタログの記載内容については、改良のために仕様・外観等、予告なく変更することがあります。●このカタログの製品詳細については別途ご相談ください。
●このカタログと実際の商品の色とは、印刷の関係で多少異なる場合もあります。●このカタログに記載されている内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
●このカタログに記載されている製品は日本国内仕様です。海外仕様については別途ご相談ください。●このカタログで使用されている製品画面は、はめ込み合成です。
●このカタログに記載されている各社の社名、製品名およびサービス名は、各社の商標または登録商標です。●希望販売価格は参考価格です。詳しくは代理店、販売店にお尋ねください。
●製品を輸出される際には、製品の保証条件についてあらかじめご相談ください。
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"Quantification of 23 Volatile Organic Compounds with a Single Reference Material 
Using Post-column Reaction Gas Chromatography Combined with a Stainless-steel Heating Furnace”
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http://www.horiba-stec.jp

東京セールスオフィス 〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町二丁目6番　（神田淡路町ニ丁目ビル5F）
東北セールスオフィス 〒981-3133 仙台市泉区泉中央四丁目21番地8
山梨セールスオフィス 〒400-0031 山梨県甲府市丸の内二丁目14番13号　（ダイタビル3F）
名古屋セールスオフィス 〒451-0051 名古屋市西区則武新町三丁目1番17号 （BIZrium名古屋4F）
九州中央セールスオフィス 〒861-2401 熊本県阿蘇郡西原村大字鳥子字講米畑358番地11　鳥子工業団地

TEL 03-6206-4731　FAX 03-6206-4740
TEL 022-772-6717　FAX 022-772-6727
TEL 055-231-1351　FAX 055-231-1352
TEL 052-433-3451　FAX 052-433-3461
TEL 096-279-2922　FAX 096-279-3364

HORIBAグループでは、品質ISO9001•環境ISO14001•労働安全衛生ISO45001を統合したマネジメントシステム（IMS:JQA-IG001）を運用しています。
さらに事業継続マネジメントISO22301を加え、有事の際にも安定した製品•サービスを提供できるシステムに進化しました。


